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研究成果の概要（和文）：本研究は、現在の北欧諸国における言語政策・社会政策・文化政策の

各々の観点から、情報資源の収集・管理・公開の方法への多角的な検証を行った。その結果、

公的機関により管理されている情報資源が、「市民」としての能動的行動を担保する基盤として

重視されており、それゆえにアクセスしやすい公開性を原則とする北欧諸国における情報資源

活用の実践的側面を明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：This study analyzed the process and method of collection, 

management and  exhibition of information resources in Nordic countries of today, with 

multilateral way from each point of view of language policy, social policy and cultural policy. 

As a result, we made clear that information resources, which were managed by public 

authorities of Denmark or Sweden, were placed as the important foundation to secure 

active behavior as the "citizen", therefore utilization of information resources in Nordic 

countries retained the practical aspect according to the principle of open-access. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）日本の地域研究においては、近年、グ
ローバルに拡がる研究者ネットワークを基
盤としながら、世界の諸地域を理解する上で
重要なそれら地域に蓄積される知識を情報
資源として集積し、的確な地域理解の基盤と
して情報資源を体系化するという課題が議
論されている。 

 

（２）こうした課題を背景としながら、本研
究は、高負担・高福祉に特徴付けられた北欧
型福祉国家モデルが動揺した現在にあって
も、例えば、福祉多元主義や市民のパートナ

シップなど、市民の自発的な社会参画による
共治のあり方に高い関心が集まっている北
欧諸国を対象として、情報資源の集積と体系
化が現在の北欧諸国の社会と文化にどのよ
うな影響を果たしているかを明らかにすべ
く企画された。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、現代北欧諸国において実現され
ている知の平等と共有の背景にある情報の
集積・管理・公開の実態を把握することが、
文化的・社会的実態に即した北欧型市民的共
治の理解に繋がるとともに、我が国が構築す
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べき情報資源の蓄積と公開の将来像の参照
事例として資するものになろうという目的
から構想された。 

 

（１）具体的には、現地の研究機関・行政機
関と連携しながら、現代のスウェーデン、デ
ンマークに築かれている情報の集積・管理・
公開システムの実態を明らかにすることを
目的に置いた。その際、本研究は、本研究に
参画する研究者各々の人文学・社会科学研究
の知見を融合させながら、情報の集積・管
理・公開の機能という視点から北欧諸国の市
民的共治の文化的・社会的特性を明らかにし
ようとした。 

 

（２）現在の北欧諸国における情報の集積・
管理・公開の実態が日本ではほとんど知られ
ていないため、本研究に関わる研究者が、
各々の専門分野において、北欧諸国における
情報組織の体系や活動実態を明らかにする
過程で実際に活用した図書館・文書館の情報
も蓄積し、これを日本の学界と社会に対して
公開することも本研究の目的とした。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、北欧諸国において市民的共治の
基盤として築かれた情報資源の共有化の実
態を、人文学的観点と社会科学的観点を融合
しながら分析するために、スウェーデン、デ
ンマークの学界と交流実績のある現代北欧
社会を専門とする社会科学の研究者に言語
学者、歴史学者、文学研究者を結集した共同
研究体制で臨んだ。 
 
（１）従来の日本における北欧研究は、各々
の研究ディシプリンによって知見が細分化
され、北欧に独特な社会的・文化的特性を総
合的に提示できていない問題がある。そのた
め本研究は、北欧の社会的・文化的基層を担
う「言語知」への共通の関心から、言語学・
歴史学・文学・社会政策学などの研究手法を
総合させることで、北欧諸国に独特な情報資
源の共有化を総体的に分析する方法をとっ
た。これは、情報資源のあり方そのものが「言
語知」の集積であり、それに肉薄するには諸
研究分野の学知を総合させる必要があると
の見解によるものである。 
 
（２）本研究は、現代北欧に築かれた市民的
共治の基盤としての情報資源の共有のあり
方を、北欧に独特な自然環境や文化環境のな
かで育まれた人間による経験の蓄積のひと
つとして理解したことからも、人文学的観点
を社会科学的観点に総合させ、北欧という地
域の政治・社会・文化の基層に対する理解を
深化させる研究方法をとった。 
 

（３）また、本研究に関わる研究者の専門に
応じた情報資源の共有化の実態に関する調
査のなかで、自らの研究過程で実際に活用し
た図書館・文書館などの公開する情報データ
ベースに関する情報を活字化して日本に公
開するとともに、さらには現地の研究者を日
本に招聘して情報資源の共有化をめぐるワ
ークショップを随時開催することで、現在の
日本社会に明快な形で現在の北欧諸国にお
ける情報資源の共有化の実態を伝達するこ
とも試みた。 
 
４．研究成果 
 本研究は、現在の北欧諸国における言語政
策・社会政策・文化政策の各々の観点から、
情報資源の収集・管理・公開の方法への多角
的な検証を行い、公的機関により管理されて
いる情報資源が単に一部研究者の活用のみ
を対象としたものではなく、「市民」として
の能動的行動を担保する基盤として重視さ
れており、それゆえにアクセスしやすい公開
性を原則とした北欧諸国における情報資源
活用の実践的側面を明らかにした。 
 
（１）本研究は、市民共治の基盤として、言
語政策・社会政策・文化政策を基礎づける情
報共有システムという共通項を設定するこ
とで、言語学・歴史学・社会政策学などの異
なる研究分野を総合した結果、現代北欧諸国
の文化的・社会的特性を多元的に分析するこ
とを可能にした。 
 
（２）デンマークやスウェーデンで言語政
策・社会政策・文化政策に詳しい現地研究者
と直接交流することで、英語やドイツ語など
に重訳された北欧諸国の情報だけではなく、
デンマーク語やスウェーデン語による原資
料を基に、アメリカ型の社会経営手法に対す
るオルタナティヴとして注目を集めてきた
北欧における市民的共治の情報資源の共有
化の実態を明らかにした。 
 
（３）本研究は、これらの成果を研究期間中
に開催された研究会や、研究誌「IDUN−北欧
研究−」上で公開することで、情報の集積と
公開を通じて世界の諸地域研究の橋渡し役
が期待される日本の地域研究の将来に対し、
参照事例を提供した。 
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